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【今後の全体像】 空港除雪の省力化・自動化 技術動向等により変更可能性あり

以降2025年度2024年度これまでの取組項目車種
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※2 空港除雪に使用する車両として凍結防止剤散布車があるが、当該車両ついては走行装置の自動化の状況に応じて導入。
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※1 各空港における除雪車へのガイダンスシステムは更新等にあわせて適宜整備。
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